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１．「静岡発 さばじゃが君」本年度も製造     学校給食にお目見え 

 昨年の国際協同組合年を契機に本会及び県生協連、県経済連、小川漁協、サンレイ食品、

県水産技術研究所の協働で開発した地産地消オリジナルブランド「静岡発 さばじゃが君」

が本年度も製造され、9月 3日焼津市内の小中学校の給食に登場しました。 

 さばじゃが君は、焼津小川港産の「ごまさば」と三方原産の「馬鈴薯」を利用し、挽肉の

代わりに青魚の王様といわれるさばの青魚特有の魚臭さを抑える工夫を施し、さばと馬鈴薯

の比率を 2対 1として魚を前面に押し出した新食感のメンチコロッケとなっています。 

 今回、さばじゃが君を学校給食で食べた多くの児童・生徒からは、美味しいと好評を得る

ことができました。本年度、さばじゃが君は 13 万個が製造され、うち 8 万個が県内ユーコ

ープ店舗で 10 月下旬から店頭販売されるほか、11 月以降小川港さば祭りなどの各イベント

においても登場する予定となっています。 

  

２．サバイバル訓練実施     伊豆漁協稲取支所・南駿河湾漁協 

 本会では、漁船の海難及び海中転落による事故を減少させ、操業の安全に関する普及啓発

を行うことを目的として、特に、本年度は新規に漁業に就業する者の参加を求めて、漁船サ

バイバル訓練講習会を県下 2カ所において開催しました。 

8月30日伊豆漁協稲取支所において受講生20名（うち新規就業者2名）が参加した講習会で

は、東伊豆町消防保安署による「ＡＥＤの作動確認訓練」が行われ、その後、救命胴衣の効

果を実感するため新規就業者らにより実際に海の中に入って行うライフジャケット飛込み

実習訓練が下田海上保安部指導のもと実施されました。また、9月6日南駿河湾漁協御前崎本

所において受講生58名（うち新規就業者4名）が参加した講習会では、御前崎海上保安署に

よる「海上での緊急時の対応について」の講習が行われた後、同様に、心肺蘇生法・ＡＥＤ

訓練及びライフジャケット飛込み実習訓練が実施されました。 

  

３．第 4回ふじのくにおさかなやさん大賞が決定  県おさかな普及協議会 

 県おさかな普及協議会（荒川邦夫会長）では、魚を使った弁当というテーマで料理のアイ

デアを競うコンテスト「第 4回ふじのくにおさかなやさん大賞」の受賞３作品を決定、9月

21 日静岡市内で表彰式を行い、受賞者に表彰状と記念品を贈呈するとともに、当日は受賞者

による実演会も行われました。 

 ▽最優秀賞・おさかなやさん大賞 「アジごはん、カツオのはさみ揚げ、桜えび玉子」 

 佐野那月さん（鈴木学園中央調理製菓専門学校 1年） 

 ▽優秀賞・県おさかな普及協議会長賞 「駿河の恵み春巻き」小西桃奈さん（榛原高校 2

年） ▽特別賞（県料理学校協会賞） 「サバキッシュ弁当」大鐘彩香さん（榛原高校 2年） 

 協議会では、受賞した 3作品のレシピカードを作成・配布し、地元産の魚を使った料理と

して県内外に広く普及していきたいとしています。 

  

４．全国漁船安全操業推進月間はじまる   10 月全国一斉 

 全国一斉に平成 25年度全国漁船安全操業推進月間が 10月の 1ヶ月間展開されます。 

 これは、船舶の海難及び人身事故に占める漁船の割合が半数近くと多いため、漁業者及び

漁業関係者に向け、漁船安全操業に関する意識の向上、ライフジャケット着用率の向上等に

よる人身事故発生の減少、安全航行・安全操業の徹底による漁船海難発生等の減少を目的と

して、効果的な事故防止キャンペーンとして実施されます。 

 漁船関係者の皆様は、ライフジャケット着用及び着用前のチェックやメンテナンス、さら

に、漁船海難の特徴としてみられる「見張り不十分」「操船不適切」及び「居眠り運転」な

どの人為的要因に対する予防・対策への意識向上に努めましょう。 

  

５．漁業センサス 11月全国一斉    調べます！日本の水産業 皆様のご協力を 

 農林水産省では、平成 25 年 11 月 1 日現在で 2013 年漁業センサスを実施します。漁業セ

ンサスは、我が国漁業の生産構造及び就業構造並びに漁村及び水産物流通・加工業等の漁業

を取りまく実態を明らかにするとともに、我が国の水産行政の推進に必要な基礎資料を整備

することを目的として、5年に 1度実施されています。このセンサスは、農林水産省が県・

市区町を通じて実施するもので、実態を反映した正確な統計を作成することが必要であり、

我が国漁業の実態を把握する最も大規模な調査で、漁業の「いま」を知るための「水産業の

国勢調査」ともいうべき大切な調査となります。10 月下旬から統計調査員が漁業者や水産

関係者の方々のところへ調査票の記入のお願いに伺いますので、皆様のご協力をお願いしま

す。詳しくは、漁協に配布されているパンフレット等をご覧ください。 

  

６．ＴＰＰを知るための県民学習会 開催  10 月 20 日グランシップにて 

ＴＰＰ交渉は、年内の妥結目標に向けて交渉の進展の一層の加速化が図られているもの

の、守秘契約を理由に交渉内容は依然として明らかにされていません。このため、我が国の

社会や県民生活に大きな影響を及ぼすＴＰＰに内在する多くの課題について、より多くの県

民と情報を共有し、県民的議論へと盛り上げていくための県民学習会が開催されますので多

くの方々が参加をいただけますようご案内いたします。 

 ◇日時 10 月 20 日（日）13:30～16:30 ◇会場 静岡市グランシップ 11 階会議ホール

「風」 参加申込等詳細は、各漁協もしくは県漁連漁業振興課までお問い合わせください。 

  

７．本会 人事異動のお知らせ 

 本会では、次のとおり職員の人事異動を発令しました。（カッコ内は旧役職） 

 ◇異動 10 月 1 日付 ▽総務担当参事兼総務部長 鈴木 博（総務部長） ▽指導担当

参事兼指導部長＜嘱託＞ 鈴木雄策（指導部長） 

 ◇退職 9 月 30 日付 ▽安藤德一郎（指導担当参事）▽平尾敬義（総務部付）▽飯塚直

之（静岡事業所） 

 

 

 


